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2023 年 2 月、筑波大学の大石膏室で 20 世紀前半のも
のとみられる一体の石膏模像が見つかった（図 1）。それ
は本来の役を終え、壁沿いのキャビネットの上で人々の
関心と記憶から亡失され、木炭粉と砂塵にまみれるまま
立っていた。右腕を欠くものの、特徴ある全体の形姿か
ら《ファルネーゼのヘラクレス》を縮小して模したもの
に違いなかった。地山には、工部美術学校彫刻学科出身
の菊地鋳太郎（きくち ･とうたろう、1859-1945）による
菊地石膏模型所の製品であることを示す青銅製の銘板が
埋め込まれていた。
大石膏室は、開学から半世紀を経る大学内で最初期に
竣工した建物にある。床面積 315 ㎡、最大天井高 11 ｍ
の空間のほぼ中央に屹立する像高517cmのミケランジェ
ロによる大理石像《ダヴィデ》を始め《サモトラケのニ
ケ》やミケランジェロの《モーゼ》を原作とする原寸大
の石膏模像が並び、周りには数十体の中小の像が秩序な
く置かれている。それら模像の多くは、今もこの大学の
実技教育の根幹をなすデッサンの教材として使われてい
る（1）。
大石膏室にある石膏模像は大型の像とごく一部の中小
の像を除き、大学の資産として登録されていない。見つ
かった模像も未登録であるうえ、教材としてすでに使わ
れていない状態にあったので、いつ毀損や廃棄の難に
遭っても不思議ではなかった。その状況を受けて、この
模像はアカデミック ･リソースとして積極的に保存管理
し、資源活用に供するのが肝要との判断により、2023
年 3 月に「ヘラクレス全身像」（以下、本稿では「筑波の
ヘラクレス全身像」とする）の名称で国立大学法人の有
形固定資産に登録された。そして、同年 8月から 11 月
まで稿者の企画による展覧会「オマージュ石膏像」で公
開された（2）。
本稿では、まずこの模像にかかわる客観的な情報を列
記し、新出資料として報告する。ついで、製作者である
菊地鋳太郎がみずから「彫像士」（3）としての道を拓いて
いった事績を整理し、とくに人的なつながりを辿りなお
す。さらに、模像の元となった像の同定を試みるとともに、
いわゆるファルネーゼ型ヘラクレス像が明らかにする日
本の近代における西洋古典美術の受容のありようを掘り
下げていく糸口を見出そうとする。なお、この模像の発
見からアカデミック･リソース化に到った経緯と展望につ
いては、すでに概略を口頭で報告しているが（4）、本稿では
その後の調査を経て得た知見でそれを大幅に補う。

菊地石膏模型所「希臘力神全身像」

高さ 74.0cm、幅 30.5cm、奥行き 26.8cmを測るその石
膏模像は、ナポリ国立考古学博物館にある高さ 317cm

の大理石像《ファルネーゼのヘラクレス》（図 2）の縮小

複製である。右の上腕二頭筋から先と左指の一部を欠く
ほか、地山表面を始めとして全体に剥落や欠損、亀裂、
擦傷、汚濁痕が多数あるものの、強靱さと繊細さを同時
に印象づける像本来の造形的特質が著しく損なわれるほ
どの劣化は認められない（図 3）。下方に視線をくれるヘ
ラクレスの相貌に始まり右首筋から肩口にかけての張
り、二指を欠きながらも絶妙な表情をみせる左手、腹直
筋から右臀部に連なる肉のうねり、大腿四頭筋からふく
らはぎへと捻れる左脚の筋骨は、充分な表現力をそなえ
る。それらの特徴は、むろんこの模像の元となった像の
作り手に帰せられるものだが、少なくとも像の表面にそ
のまま残る割型の跡と段差のない合わせ目には、模像の
製作者による堅実な型取りの工程と高い水準の職人的技
量がうかがえる。
地山の背面には「菊地鋳太郎作／ T. K.／東京赤坂区

高樹町」と陽刻された、青銅製の小さな楕円形の銘板が
埋め込まれている（図 4）。この銘板は、模像がまぎれも
なく菊地石膏模型所の製品であることを示す、唯一直接
的な証拠である。というのも、菊地自身が 1902 年（明
治 35）から翌年の『美術新報』に出した広告に「近来営
利的疎品の製作者あり深くご注意あらんことを乞ふ」と
記し（5）、数年後に『石膏模型目録』に記すとおり「是等粗
製品との混同を避けんがため我重なる製品には製作所の
銅製記章を附したれば購入の際御注意あらば容易に識別
するを得べし」（6）とする対策を講じたからである。
『石膏模型目録』は、菊地鋳太郎が自身の模型所で製
作した石膏模像の写真を載せ、定価一覧を収めて発行し
たものである。これまでに、年代違いで 5種の存在を確
認している（7）。そのうち最も早い 1906（明治 39）年版に
自身が工部美術学校を卒業した翌年「明治十六年初めて
石膏模型の製作に従事してより茲に二十有余年」（8）との
記載があるほか、1914（大正3）年以降の目録表紙には「明
治十六年創立」と明記されている。これらから、菊地は
工部美術学校を卒業して間に髪を容れず 1883（明治 16）
年には、身につけたばかりの型抜きの技術を使い、建築
装飾や動植物の浮彫や手足などの「模型」や、西洋彫刻
にもとづく「模像」を石膏で製作する事業に着手してい
たことは間違いない。
「筑波のヘラクスレス全身像」にあたる製品が初めて
目録に収載されるのは、1920（大正 9）年の『文房堂発売
品目録』であり、「石膏模型／菊地石膏模型所製」で「276　
希臘力神全身像　高サ二尺五寸　35.000［円］」と記され
ている。そして、1927（昭和 2）年版では、像の白黒図
版に「No. 276　希臘力の神（高二尺五寸）　¥55.00」とい
うキャプションが添えられ、定価表では「（二七六）希臘
力の神全身像　高二尺五寸　五五・〇〇」と記載されて
いる（9）。「希臘力神」「希臘力の神」は、ここではギリシア
神話で最も名高い半神半人の英雄であり肉体的な力と勇
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気の権化であるヘラクレスを指している（10）。
この「希臘力神全身像」は 1914（大正 3）年版の目録に
は収載されていないことから、現在確認できる限りで
は、1914 年 4 月から 1920（大正 9）年 5月までに製品化
されたものと考えられる。そして、菊地石膏模型所の廃
業年はなお確定できないながらも（11）、記録上は 1943（昭
和 18）年 7 月 10 日に東京美術学校への納入実績がある
ので（12）、その年までは操業されていたことになるとすれ
ば、「希臘力神全身像」は 1914 年から 1943 年までの 30
年ほどにわたり作られていたと考えられる。
筑波大学の前身である東京教育大学は、1949（昭和
24）年に設置された。したがって、戦前の製品「希臘力
神全身像」のひとつである「筑波のヘラクレス全身像」
は、東京教育大学の前身である東京高等師範学校の時代
に取得された可能性が高い。とすると、太平洋戦争末期
に東京高等師範学校の校舎は東京大空襲で焼失したと伝
わるが、「筑波のヘラクレス全身像」はその災禍をいか
にして逃れたのか。あるいは、東京高等師範学校とは無
関係の某所某氏のもとにあった像が、戦後東京教育大学
もしくは筑波大学にもたらされたというのであろうか。
いずれにせよ、「筑波のヘラクレス全身像」の来歴は不
明である。

菊地鋳太郎—彫刻家か、彫像士か

菊地鋳太郎はすでに明治末に「石膏の名匠」と謳わ
れ（13）、日本における石膏模型および模像の製作販売の草
分けとして名を馳せていた（14）。
1859（安政 6）年、仙台藩麻布下屋敷に生まれた菊地
鋳太郎は、1875（明治 8）年に国沢新九郎（1848-1877）
の画塾、彰技堂で西洋絵画を学び、翌年から工部美術学
校彫刻学科でイタリア人ヴィンチェンツォ・ラグーザ
（Vincenzo Ragusa, 1841-1927）の門下となり、1882（明
治 15）年に卒業した。
菊地は在学中、彫刻学科の同窓で後年、女子美術学校
を創設することになる藤田文蔵（1861-1934）や画学科
の上杉熊松（1858-1933）、岡見千吉郎（1858-1936）の誘
いでキリスト教を信仰し、1878（明治 11）年に洗礼を受
けた（15）。そして、彼は 1885（明治 18）年 11 月に音楽家、
納所弁次郎（1865-1936）の実姉、末子（1862 生）（16）と結
婚したが、彼女は菊地の工部美術学校入学と同じ 1876
年に新栄女学校に入学し、外国人教師の影響によりキリ
スト教を信仰し、菊地と同じ年に受洗していた（17）。菊地
にとってキリスト教信仰は、伴侶を得るきっかけを与え
られたということはもちろん、その後の生活の経済的な
安定を得るうえでも重要だったであろう。彼は熱心な信
徒であればこそ、米国バプテスト会設立の東京学院の中
等部で教職を得ることもできていたのである（18）。

既述のとおり、菊地鋳太郎はすでに 1883（明治 16）年
には石膏模型および模像の製作に従事し始めていたが、
当初の軸足はあくまでも彫刻家としての活動に据えられ
ていたようにみえる。以下、菊地の「作品制作」ないし
「石膏模型／模像製作」にかかわる事項をあらためて編
年的に示しておきたい。

1885（明治 18）年　第 6回観古美術会（19）

　石膏製老翁半身像
1886（明治 19）年　第 7回観古美術会（20）

　石膏乳牛置物［山尾庸三による出品］
1887（明治 20）年　東京府工芸共進会（21）

　額　石骨［ママ］　蓮花ノ図　一個
1888（明治 21）年　造家学会へ寄贈（22）

　石膏製ノ人物（老婆結髪ノ図）撮影［写真］一葉
1888（明治 21）年　日本美術協会 美術展覧会（23）

　新製品　第 3部（彫刻）
　　石膏彫刻老婦片像額　一面／同 鳩置物　一個
　新製品　第 4部（陶磁玻璃七宝金属器）
　　熟銅馬置物　一個
1889（明治 22）年　明治美術会第 1回展（24）

　獅子　彫刻／犬　彫刻
1889（明治 22）年　造家学会 懸賞課題（25）

　宮城正門鉄橋櫓台設置の銅器意匠　三等丙
1890（明治 23）年　明治美術会第 2回展（26）

　婦人半身 石膏／馬頭　石膏／馬　銅製
1890（明治 23）年
　亀井茲監像［ブロンズ 嘉楽園（津和野市）］（図 5）
1891（明治 24）年　明治美術会第 3回展（27）

　鶏 石膏／椿　石膏
1892（明治 25）年　明治美術会第 4回展（28）

　獅子　彫刻／武内宿禰肖像　彫刻
1894（明治 27）年　明治美術会第 6回展（29）

　［伊東祐亨連合艦隊司令長官の胸像］
1895（明治 28）年　明治美術会第 7回展（30）

　 古市博士之像　彫刻パステリナ／婦人半身像　彫刻
石膏／小児像　彫刻テラコタ／牛　彫刻青銅
1896（明治 29）年？　日本銀行本店正門
　青銅製双獅子額
1896（明治 29）年　白馬会第 1回展（31）

　久米民之助氏之像　銅製［沼田公園］（図 6）
1897（明治 30）年　白馬会第 2回展（32）

　少女半身像　彫刻・石膏製　40 円
　久米某立像　彫刻・石膏像　非売品
　小児の顔　　彫刻・石膏像　非売品
1898（明治 31）年　白馬会第 3回展（33）

　大鳥圭介君肖像　銅製彫刻　非売品（図 7）
　大倉喜八郎君肖像　石膏製彫刻　非売品
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1900（明治 33）年　白馬会第 5回展（34）

　半身像　石膏製　非売品
　全身立像　青銅製　非売品
1901（明治 34）年　大阪停車場コンコース（35）

　噴水小僧　［ブロンズ　京都鉄道博物館蔵］
1902（明治 35）年　東京府教育品展覧会（36）

　石膏模型により三等賞
1903（明治 36）年　第 5回内国勧業博覧会（37）

　教育用石膏模型により褒賞
1907（明治 40）年　東京勧業博覧会（38）

　アミ
ママ

ール立像　外十六点（第一部第九類）
1914（大正 3）年　東京大正博覧会（39）

　銅賞（教育及学芸館）
　 石膏模型ボル

ママ

ーセ闘技者 18 円／老人半身像 10 円／
アグリッパ像 10 円／シーザー像 5円／笑ヒ小児半
身像　非売品／ナポレオン小像 80 銭／仏国小女頭
部 30 銭／犬頭 1円／馬頭 2円 50 銭／ラアアンル作
人像 1円／ミロ島ノヴイナス 4円

彫刻家としての菊地鋳太郎のキャリアは、遅くとも
1885（明治 18）年の第 6回観古美術会への出品に始まっ
ている。以降、観古美術会、日本美術協会の美術展覧会、
そして明治美術会への参加が続く 1900 年頃まで、菊地
はいわゆる旧派と新派とのあいだでの振幅に身を置きな
がら、彫刻作品を制作し発表する美術家あるいは石膏模
型および模像の彫像士としてアンビヴァレントな状態に
あった。展覧会への出品作品と『石膏模型目録』収載の
製品の題名を比べるだけでも、たとえば明治美術会第 4
回の《武内宿禰肖像》は同題の浮彫製品である可能性が
想定でき（40）、《獅子》《犬》《婦人半身》（石膏）《馬頭》（石膏）
といった中に後年、製品化されたものがなかったとは言
い切れないだろう。
彫刻家としての菊地の最初のキャリアである、龍池会
開催の第 6回観古美術会への参加は、工部美術学校で同
窓だった大熊氏廣（1856-1934）が第 5回と第 6回に自作
を出品していたことから（41）、その誘いによるものであっ
たとみるのが自然であろう。洋風彫刻家の旗手と見なせ
る大熊の観古美術会への出品は、田中修二氏が指摘して
いるように、龍池会を単に国粋主義の団体として捉える
のではなく、むしろ当時の彫刻が置かれた位置とその
理解や受容の様態を示す存在として見なすことができ
る（42）。だとすれば、菊地の動勢もまた、ロダニズムが浸
透し台頭するなかでの工部美術学校の同窓生たちと同様
に、美術界の表舞台から去るという運命を示すものだっ
たのだろうか。
菊地は、やはり同窓だった内藤陽三（1860-1889）と大
熊が準員（準会員）だった造家学会にも参加し、作品写
真を寄贈している。さらに彼は、これも同窓だった佐野

昭（1865-1955）と大熊が入会した明治美術会に第 1回か
ら出品している。こうしたことから、少なくとも明治期
半ばまでの菊地の彫刻家としての振る舞い方の背後に
は、常に大熊の存在があったようにみえるが、実際のと
ころはどうであったのか。
金子一夫氏が指摘しているように、菊地は 1892（明治
25）年頃から 95 年頃にかけて黒田清輝（1866-1924）と
知り合ったことで、デッサン教材としての石膏模像の需
要に応えるべく彫像士としての事業に本腰を入れるよう
になった（43）。しかし、それだけでなく、そのころ菊地は
おそらく大熊と距離を置くようになっており、それも手
伝い彫像士の道に絞っていったようにも思われる。その
ことには、黒田や久米桂一郎（1866-1934）と大熊との関
係も影響していたのかもしれない（44）。

久米民之助

いずれも確たる資料的な根拠があるわけではないが、
彫刻家ないし彫像士としての菊地の事績のいくつかは、
彼の人的なつながりの範囲を示唆している。
たとえば、「参照室の新美術品を蒐集するに其区域を
拡め会員外と雖も其出品を許」すことになった第 7回の
観古美術会に、山尾庸三が「石膏製乳牛置物／菊地鋳太
郎作」を出品していた（45）。かつて工部大学校の前身であ
る工学校の設立に尽力した山尾庸三（1837-1917）は、そ
の後も一貫して工鉱業と運輸土木を畑として政府に出仕
し、観古美術会の第 7回が開かれた 1886（明治 19）年前
後には新設の法制局局長に任官され、また有栖川宮別当
などを兼任していた。龍池会および日本美術協会の総裁
が有栖川宮熾仁親王であったことから、山尾の観古美術
会への参加は故なきことではないように思われるが、そ
の山尾が菊地の作った石膏製の牛の置物を出品していた
ことは、菊地が工部美術学校卒業後に携わった皇居造営
事業を機縁として山尾の知遇を得た可能性を示している
のではなかろうか。菊地は、30 年ほどを経たのち「工部
美術学校時代」と題して、以下のように回想している。
「当時皇居御造営の最中であつたので時の工部卿故山尾
庸三子爵の紹介で、室内装飾やレリーフ、木彫などの模
型の装飾の事などに従事する事になつた」（46）。
その皇居造営事業をめぐっては、工部大学校の土木科
を 1884（明治 17）年に卒業し、皇居造営事務局で御用係
に奉職した、久米民之助（1861-1931）の知遇を得る契機
ともなったと考えられる。菊地が久米民之助と懇意にし
ていたことは、1896（明治 29）年の白馬会第 1回展に《久
米民之助之像》を出品していること（47）、そして同じく
1898（明治 31）年の第 3回展に出品した《大鳥圭介君肖
像（銅製彫刻）》と《大倉喜八郎君肖像（石膏製彫刻）》が、
久米から菊地に制作依頼されたものであったことが根拠
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となろう（48）。

亀井茲明

前後するが、菊地と建築関係者との強い結びつきを示
す最も重要で、かつ端緒となる作例は、津和野にある《亀
井茲監像》（1890 年／図 5）である。昭和初期に 650 体以
上の銅像の写真を収載して刊行された『偉人の俤』によ
ると、像の原型作者、鋳造者、基石設計がいずれも「独
逸人ナルモ某氏名不詳」とされていた（49）。これに対して、
金子一夫氏は菊地の回想録「工部美術学校時代」におけ
る記述を根拠として示し、その肖像彫刻を菊地自身によ
る作品だとした（50）。

「 たまたま故亀井茲明の厳父（旧石州津和野藩主）の銅
像を引受くる事になつた、当時茲明伯は独逸に遊学
中、社会よりも一歩も二歩もすすんだ考を持つた人
であつた。或日独逸から或一枚の胸像のスケツチ様
のものを自画して送つて来られた、私はそれに基づ
いて大礼服の故伯厳父を胸像としたのであつた。私
にとつては初めての銅像であつたので、非常な興味
を以て作り上げたのである。現に石州津和野の町に
建設されてゐるのがそれである。確か明治二十三年
だつたと憶つてゐる」（51）。

亀井茲明（1861-1896）は、第 11 代津和野藩主の亀井
茲監（1825-1885）の養子となり亀井家の家督を継ぎ、
1877 年から 3年にわたり英国に留学し、帰国後の 1883
年に宮内省に入った。茲明のこの宮内省在籍期間は、ま
さに菊地らが皇居造営事業に携わっていた時期と重な
り、立場の違いはあっても世代が同じ者で互いに投合す
る機会があったとしても不思議ではなかったろう。そし
て、茲明は 1886 年に休職してベルリンに留学し、五年
間の逗留中、美学美術史を中心に学んだ。彼は英独両国
への留学中にラファエロやデューラーなど巨匠の油彩画
の模写を手がけたが、そのできばえは同時代の渡欧画家
と遜色ないものだった（52）。
茲監の逝去後、旧家臣が顕彰碑建立に動いた際に、ベ
ルリンに留学中の茲明に模型の写しを添えて伺いを立て
たところ、顕彰碑は美術品としての質も問われるべきと
して却下のうえ、絵をよくする茲明みずからが描いた私
案が示された。これが菊地の記している「胸像のスケツ
チ様のもの」にあたるのであろう。素描にもとづき立体
像を作ること自体は当時珍しいやり方ではなかったが、
金子氏は津和野に現存する《亀井茲監像》の作品として
質が、初めて銅像制作に取り組んだにしては「驚異」で
あると評し（53）、作者帰属の問題が充分な説得力をもって
解決されているわけではないことを示唆している。

確かに《亀井茲監像》の原型作者が菊地であることを
確定づける直接的な資料は残っていないものの、菊地の
その像への関与の程は、報償費の支払い記録から推し量
ることもできる。菊地は「碑全体ノ考按ヲ始一切担当尽
力ニ付報償」として50円を得ていた（54）。これは記念碑に
かかわる報償費 94 円 86 銭 6 厘の半分以上を占め、残り
のうち 30 円は石碑の碑文を揮毫したことにより、明治
期の書壇で大家として知られた金井之恭（1833-1907）に
対して支払われたのである。
菊地への報償が、像の原型制作と顕彰碑全体の構想に
対するものであったのかは分明でない。そもそも、なぜ
菊地は茲監の像の制作を託されたのか。このことについ
て木下直之氏は、菊地鋳太郎が造家学会の準員であった
ことが機縁となったと推測している（55）。日本建築学会の
前身である造家学会は 1886 年に辰野金吾（11854-1919）
ら 4人を中心として設立されたが、その 4人のなかに亀
井茲明の実兄、松ヶ崎萬長（1858-1921）がいたのである。

古市公威

また別な作品に目を転じると、菊地は 1895 年の明治
美術会第 7回展に《古市博士之像》を出品しているが、
この古市博士とは古市公威（1830-1934）のことであろ
う。日本の近代工学および土木工学を確立させた功績で
知られる古市は、同年に工科大学長と内務省土木技監の
職にあった（56）。そのような古市と菊地の結びつきを示す
具体的な資料は何もないが、工部美術学校（＝工部大学
校）を機縁にした皇居造営等の公共事業への参加や造家
学会への加入など、菊地と建築関係者とのつながりのな
かで、菊地が古市の知己を得て、その肖像彫刻を制作す
ることになったとしても不思議ではない。その第 7回展
と同じ年に明治美術会通常会員有志によって、同会第三
代会頭の花房義質に贈呈された『小宴紀念』の画帖には、
菊地の題不詳の彫刻と、制作の様子を撮った写真が収め
られている（図 8）（57）。その肖像彫刻に表現された像主の
相貌は、同じ頃 40 歳代前半だった古市の姿を撮った写
真と比べると、いっそう年嵩を増しているようにもみえ
る。しかし、特徴ある口元や目元には、それらがまった
く異なる人物のものであると断じるほどの相違は指摘す
るのが難しい。同じ画帖のもう一枚の写真には、左手前
に菊地とおぼしき髭をたくわえた人物がおり、ふたり
の助手ととともに「擬、古市像」を制作している様子が
写っている。彼らは、柔らかい素材で人の首を塑造して
いる。展覧会の出品目録で《古市博士之像》が「パステ
リナ」すなわち脂土とあるのは、この「擬、古市像」の制
作風景の写真と矛盾しない。紀念の画帖に収める作品の
写真を、当世の著名人を像主とした彫像にするというの
は、菊地なりの彫刻家としての明確な意思表明だったの
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ではなかろうか。

常滑美術研究所

菊地が建築関係者の人脈をより太いものにし、肖像彫
刻家として振る舞いながらも、徐々に石膏模型／模像の
事業に力を入れるようになっていったのは、皇居造営事
業からの中途での離脱後、ともにその事業に係わってい
た同窓の寺内信一（1863-1945）や内藤陽三とともに携
わった、愛知県常滑の美術研究所での窯業教育がきわめ
て短期間に終えたこともひとつの要因であったのかもし
れない。
内藤陽三は、1893（明治 16）年に開設された常滑の美
術研究所の所長兼教師となり、寺内とともに「木型及び
素焼型を使用して物品を製作し来りしが此に始めて石膏
を以て型を製するの法」を教えていた（58）。菊地は 2年後
に内藤の後を継ぎ同所に教職を得たが、2ヶ月も経たな
いうちに帰京し、寺内が後任を務めることとなった。寺
内はその後長く常滑での窯業教育にかかわり、いわゆる
陶彫の発展を先導した。寺内は菊地の短期間での帰京に
ついて回想しているが、その回想には少なくとも二通り
の書き起こしがある。
1923（大正 12）年の『知多郡史　下巻』に収載の「内藤
鶴嶺略伝」［鶴嶺は内藤の号］には、以下のように記され
ている。

「 さて鶴嶺は東京に帰りて其後任には菊地鋳太郎とい
ふ人来たれとも此人は鶴嶺の如く少し日本画杯に志
あるにもあらず純粋の西洋風のみなれば業拙しとて
人々かまびすしういひければ二月ばかりありて東京
に上り其後更に帰らず其後は寺内信一かはりて研究
所教師とはなりぬ ･･･。」（59）

一方、1937（昭和 12）年の『陶泉』所収の「内藤陽三伝」
では以下のようにある。

「 ……内藤は東京に去り、後任として同窓の菊地鋳太
郎が来任したが、菊地の手腕は内藤程にもあらず、
兎角研究員の老年輩の気受けよろしからず。此内情
を知悉した菊地は、一度東京へ帰省と称して帰東し
たるまゝ再び還り来らず。」（60）

菊地は、おそらく工部美術学校仕込みの西洋風を譲歩
すること抜きで進めようとし、伝統的な手工技術の高さ
を自負する年長の常滑の所員らにはそれが受け容れがた
かったのであろう。そして、菊地は前任で技量に優れ
ていた内藤に比べて、自分が蔑ろにされていることを
強く感じとっていた。菊地のこの「純粋の西洋風のみ」、

あるいはそれに重きを置こうとする姿勢は、たとえば
1899（明治 22）年の『建築雑誌』36 号に掲載された、宮
城正門鉄橋の櫓台に設置する銅器意匠の当選図案にあら
われている。金子一夫氏は「他の当選図案が龍とか鶴を
あしらった非常に日本的なもの」であったのに対して、
「菊地のは日本的モチーフと西洋幼児を組み合わせた和
洋折衷的なものであった」（61）としている。建築装飾での
評価は、菊地の彫像士としての進路決定に、おおいに作
用したのではなかろうか。
常滑美術研究所と後継の愛知県常滑陶器学校の流れを
汲む愛知県立常滑高等学校の旧敷地にある廃校舎には、
戦前ないし戦後間もない時代の教育機関の備品帳票が貼
り付けられた石膏模像や模型が数十点残っている。稿者
が 2023 年 11 月におこなった予備的な調査においては、
少なくとも 8点の建築装飾のレリーフに菊地の青銅製の
楕円形銘板が埋め込まれているのが確認された。そし
て、1925（大正 14）年 7月調とする愛知県陶器学校の『常
滑焼古陶器標本備品目録』には、48 件の石膏模型や模像
が評価額とともに記載され、そのうち 30 余件について
は菊地の『石膏模型目録』1907 年版および 1920 年版に記
載の品名と売価に矛盾していない。菊地は教員としての
勤めをやめたあともなお、石膏模型／模像の納品業者と
しては常滑とのつながりを切ってはいなかった。興味深
いのは、「筑波のヘラクレス全身像」の銘板が隷書体で
刻まれているのに対して、常滑のレリーフのそれはこと
ごとく楷書体であることで、この書体の異同ははたして
製作年の違いに呼応するのであろうか。今後、さらに詳
細な調査が必要である（62）。

「希臘力神全身像」の元となった像

さて、「希臘力神全身像」が《ファルネーゼのヘラクレ
ス》（図 2）の縮小模像であることはすでに述べた。教皇
パウルス 3世の統治時代、1546 年にローマのテルマエ
「カラカラ浴場」跡で発掘された大理石像《ファルネー
ゼのヘラクレス》は、古代ギリシア古典期の三大彫刻
家のひとりであるリュシッポス（Lysippus）が紀元前 4
世紀に制作したとされるブロンズ像《休息するヘラクレ
ス》—1205 年の十字軍によるコンスタンティノポリス
略奪の際に溶解—をもとに（63）、3 世紀のローマで活躍し
たとされるグリュコン（Glycon, 生歿年不明）が拡大して
模した像である。地山から隆起する岩の表面の、ヘラク
レスが重心を支える棍棒の下方に「アテネのグリュコン
がこれを作った」（Γλύκων / Αθηναῖος / εποιει）との銘が刻ま
れている。現在の通称は、この像がパウルス 3世の孫で
枢機卿だったアレッサンドロ・ファルネーゼ（Alessandro 

Farnese il Giovane, 1520-1589）のコレクションに加えら
れたことに因む。
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16 世紀の案内書には、イタリアを訪れる人びとに古
代遺物への関心が喚起されており（64）、像高 3m超の威容
を誇るこの像が飾られたパラッツォ・ファルネーゼも例
外ではなかった（65）。ローマに赴き当地の同時代の芸術や
古代の遺物遺品から直に学んだネーデルラントのヘンド
リク・ホルツィウス（Hendrik Goltzius, 1558-1617）の作
例が代表するように（図 9）（66）、《ファルネーゼのヘラク
レス》は近世から近代に到るまで多くの芸術家や愛好家
を惹きつけ、素描や版画、タブローに描き残され、模像
が作られ積極的な蒐集対象となり、また理想的人体比例
の典型としても採りあげられるようになっていった（図
10）（67）。ことに 18 世紀にはパラッツォ・ファルネーゼを
訪ねるグランド・ツアーが人気を博し、ブロンズや大理
石、石膏などによる原寸大から縮小版まで数多くの模
像の製作製造に拍車がかかった（68）。それらのなかにあっ
てここで注目したいのが、ルーヴル美術館所蔵の高さ
72.2cmのテラコッタ像（図 11）である。

ルーヴル美術館のテラコッタ像と「希臘力神全身像」

その像は、マルタン＝クロード・モノ（Matrin-Claude 

Monot, 1733-1803）が制作したもので、菊地による「希
臘力神全身像」よりも前に作られ、なおかつ菊地製の像
とほぼ同じ寸法で、なによりも細部の造形に多くの類似
する特徴を認めうる点で、非常に興味深い作例である。
バロック後期の彫刻家ピエール＝エティエンヌ・モノ

（Pierre-Éthienne Monot, 1657-1733）を祖父にもつモノは、
ルイ＝クロード・ヴァッセ（Louis-Claude Vassé, 1716-
1772）に師事し、1760 年にローマ賞を受賞した彫刻家で、
63 年から 68 年のローマ逗留中の 67 年に王立絵画彫刻
アカデミーの会員となった（69）。ルーヴル美術館所蔵のテ
ラコッタ像は、地山裏面に「MONOT 1766」の陰刻があ
り、同館が 1909 年にエルネスト・オルヴィル（Ernest 

Orville, 1837-1910）から受贈したものである（70）。古代の
理想的な人体の美を具現化する像として高く評価されて
いた《ファルネーゼのヘラクレス》は、その評価ゆえに
むしろ世俗的な土産物さえ作られるようになっていたわ
けだが、モノは自身のローマ滞在中の研鑽の成果を自他
に問い、アカデミーの彫刻家としての充分な能力を具
えていることを誇示するために、あえて名高い《ファル
ネーゼのヘラクレス》のテラコッタ製模像に取り組ん
だ。それは確かに模像なのだが、像の表面に刻まれた署
名と年記は、それが単なる模作ではなく作品であること
をはっきりと主張している。
ルーヴル美術館模型工房（L’Atelier de moulage du 

Musée du Louvre／現フランス国立美術館連合模型工房
［LʼAtelier de moulage de la Rmn-GP］）には、《ファルネー
ゼのヘラクレス》の石膏模像として、原寸大の頭像と、

高さ 74cmと 43cmの 2種類の縮小全身模像がある。頭
像は、1883 年刊行の工房製品目録に初めて収載されて
いるが（71）、二種類の縮小模像はいずれも 1939 年版の目
録まで記載がない（72）。1991年刊行のルーヴル美術館模型
工房のカタログには、高さ 74cmの模像の写真（図 12）
が収載されているが、モノのテラコッタ像と比べると、
ヘラクレスの両足が地に着く位置と、彼が左腕で支える
棍棒に被せられたライオンの皮の下方への垂れ方や、地
山から盛り上がりその棍棒を支える岩の形状に著しい違
いがある（73）。実際のところ、現今の Rmn模型工房から
提供された石膏模像の写真資料と比べると、この 1991
年のカタログ収載写真は、明らかに高さ 43cmの模像を
撮ったものであり、74cmの模像はモノのテラコッタ像
に酷似している（74）。ルーヴル美術館にモノのテラコッタ
像が寄贈されたのは 1909 年であるのと、ルーヴル美術
館模型工房のカタログにこの全身像が初めて収載された
のが 1939 年版のことであるのに鑑みると、同工房が製
品化したのはモノのテラコッタ像がルーヴル美術館に収
まって以降と考えるのが自然ではないか。
既述のとおり、菊地の「希臘力神全身像」が製品目録
に収載されるようになったのは、現在確認できる限り
1920（大正 9）年のことだった。しかし、実は菊地のも
とには遅くとも 1906（明治 39）年には、それと類似の石
膏模像があった。なぜならば、その年の製品目録に模像
個々の写真に混じって「模型の集り（其一）」と題された
写真が載っているからである（図 13）（75）。
同じ写真は翌年の目録表紙に使われ、さらに 1914（大
正3）年の目録でも収載されている。そして、1927（昭和2）
年の目録ではもはやその写真は載っていないが、そのか
わり横浜高等工業学校の建築教室だという写真に、彫刻
台に据えられた「希臘力神全身像」を見ることができる。
これらのことから、菊地はすでに 1906（明治 39）年の
時点で「希臘力神全身像」のもととなる何らかの像を入
手しており、模像の製作を計画していたか、目録化して
いない（量産化はしていない）模像をすでに手がけてい
た可能性も排除できない。加えて、さらに想定できるこ
とがふたつある。ひとつは、1909 年にモノのテラコッ
タ像がルーヴル美術館に寄贈されるよりも前にルーヴル
模型工房が石膏模像を製品化していて（ただし、カタロ
グには未収載）、菊地はそれをなんらかの方法で入手し
ていたこと。もうひとつは、菊地石膏模型所の目録に収
載された「模型の集り」という写真に写ったヘラクレス
像は、モノのテラコッタ像とは別でありながらほぼ同寸
の像にもとづく石膏模像であったということ。しかし、
これらについても確たる証拠は目下のところ存在しな
い（76）。
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高橋由一の『西洋画譜』

さいごに、菊地が「希臘力神全身像」を製品化するの
に何年も費やした、その背景にあったことを考える材料
を示しておきたい。
少なくとも日本では《ファルネーゼのヘラクレス》の
頭部は、素描を通じて人々の知るところとなっていた。
それは高橋由一（1828-1894）の臨画 11 葉を収めた『西
洋画譜　初編　人物之部　第一』に見ることができる
（図 14）。ここに挿図で示す紙葉は、左にヴァチカンに
ある大理石像《ベルヴェデーレのアンティノス》の上
体 2姿、右に《ファルネーゼのヘラクレス》の頭部 2図
を示している。また、別な紙葉には《メディチのヴィー
ナス》の上体 2姿が示されている。それらはいずれも、
17 世紀のパリで名声を博していたジェラール・オード
ラン（Gérard Audran, 1640-1703）による銅版画 30 点を
収載した、古代彫刻の計測値を添えた図集の最高峰『古
代の美しき像に倣った人体比例』（Les proportions du corps 

humain  : mesurées sur les plus belles figures de l'Antiquité, 

1683）の各図に酷似している。
由一が臨模したのは、しかしそのオードランの図集
や、オードランを原画として 18 世紀の版刻家が模して
ディドロ（Denis Didrot, 1713-1784）の著名な『百科全書』
（Encyclopédie, ou Dictionnaire raisonné des sciences, des arts 

et des métiers, 1717-1783）に収めた銅版画（図 11）ではな
い。それは、英国の美術教科書の一であるフランシス・
フィッツジェラルドによる 6巻本の第 1巻にもとづいて
いる（77）。フィッツジェラルドの原図は、人体比例を図示
するもので、由一の臨画と同様に彫像の上半身や頭部を
示し、オードランの全身像とは異なっている。しかし、
肝要なのはあくまでも人体比例の理解である。それに対
して、由一の臨画では比例の概念を彫像の一部に即して
示す補助線と数値がなく、もっぱら人体素描の一部であ
るかのように描画されている。つまり、由一の臨画は、
フィッツジェラルドの原画が西洋の古典概念を視覚化す
る際に最重要視されていた古代彫刻にもとづいているこ
とや、人体表現における比例の重要性を完全になきもの
としているのである。言い換えると、それが近代黎明期
の日本における西洋美術の古典の理解の端緒であったと
いうことになる。そのことと、菊地が「希臘力神全身像」
を輸入したものの量産、製品化に踏み切るのに相当な時
間を費やしたこととのつながりは、いかばかりであったか。
《ファルネーゼのヘラクレス》をめぐる素描、版画、
そしてこの由一の臨画などと彼此のアカデミズムとその
展開などについては、すでに紙幅が尽きているので、稿
をあらためる。

（てらかど・りんたろう）

附記
本稿にかかわる資料の収集や参照にあっては、以下の
方々および関係機関のご協力を賜りました。記して謝意
を表します。荒木慎也、金子一夫、熊澤弘、栗田秀法、
田中修二、谷川俊、角田拓朗、中野克俊、並木誠士、林
みちこ、藤井素彦、脇本壮二、和田積希（以上五十音順、
敬称略）。愛知県教育委員会財務施設課、国立科学博物
館図書室。
なお、本稿にかかわる調査は、筑波大学芸術系「2023
年度芸術系研究プロジェクト」の配分経費で実施した。
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追記
拙論脱稿後、《古市博士之像》（本文 16 頁）について、『早稲田文
学』98（1895［明治 28］年 10 月）、58 頁に「彙報　美術界」（執
筆者不詳）として、明治美術会第 7回の展示に言及する記事に、
以下の記載があることがわかった。「次に彫刻品には大熊氏廣
氏の故大寺少将の半身像、菊地鋳太郎氏の古市公威氏肖像其の
他婦人小児の肖像等も見えたり」。これを根拠に、当該像の像
主は古市公威と確実に同定される。他方、『小宴記念』画帖に収
載の胸像の像主については、なお分明でない。
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図1 図 3

図 2

図 4

図 1、3
菊地石膏模型所「ヘラクレス全身像」
1914-1943 年？　石膏　高 74.0cm
筑波大学アート・コレクション［撮影©重松善樹］
	
図 2
グリュコン《ファルネーゼのヘラクレス》₃世紀
大理石　高 317cm　ナポリ国立考古学博物館
［https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Herakles_
Farnese_MAN_Napoli_Inv6001_n01.jpg］

図 4
「ヘラクレス全身像」の青銅製銘板［撮影稿者］
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図 7
菊地鋳太郎《大鳥圭介君肖像》1898 年　ブロンズ
［松崎正文編『洋画新彩』、画報社、1898 年、ノンブルなし］

図 8
菊地鋳太郎の写真 2点（『小宴紀念』画帖）
［三輪英夫「『小宴紀念』画帖について」、『近代画説』₁、
明治美術学会、1992 年、図 (c)-3、109 頁］

図 5
菊地鋳太郎？《亀井茲監像》1890 年　ブロンズ
嘉楽園（島根県津和野市）
［田中修二編『近代日本彫刻集成　幕末・明治編』、
国書刊行会、2012 年、140 頁］

図 6
菊地鋳太郎《久米民之助像》1896 年　ブロンズ
沼田公園（群馬県沼田市）
［撮影稿者］
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図 9
ヘンドリク・ホルツィウス《ファルネーゼのヘラクレス》
1529 年頃　エングレーヴィング　42.1× 30.4cm
メトロポリタン美術館（ニューヨーク）
［https://www.metmuseum.org/art/collection/search/�
343588］

図 11
マルタン＝クロード・モノ《ファルネーゼのヘラクレス》
1766 年
テラコッタ　72.2× 32× 25cm　ルーヴル美術館（パリ）
［https://collections.louvre.fr/en/ark:/53355/cl010093818］

図 12
ルーヴル模型工房「ファルネーゼのヘラクレス」
［Moulage du Louvre et des Musée de France. Catalogue gener-

al, Paris: Editions de la Réunion des musées nationaux, 1991, �
p. 97］

図 10
ブノワ＝ルイ･プレヴォー（ジャック＝レイモン･リュコットまたはルイ＝
ジャック･グーシエにもとづく）「デッサン—ファルネーゼのヘラクレスの比
例」（ドニ・ディドロ、ジャン・ロン・ダランベール『百科全書』図版第3巻
［1763年］所収）1760-1763 年
エッチング・エングレーヴィング、簀の目紙 22.7×35.5cm（イメージ）
筑波大学アート・コレクション
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図13
「模型の集り（其一）」
［『石膏模型目録　大正三年改正』、1914 年、菊地石膏模型所、ノンブルなし］

図14
高橋由一（臨画）　玄々堂松田敦朝（印刷製造）
『西洋画譜　初編　人物之部第一』
1874 年　第 5葉
神奈川県立歴史博物館　橘忠助氏旧蔵美術資料群
［近代日本図画手工教科書データベースhttp://dista.ccsv.okayama-u.ac.jp/ja/book/25/2368］






